
 

感謝があふれる平和な世の中を！ 

校長 吉澤 充 

夏休みが終わりました。夏休み期間中も暑さが厳しく、日中、外で活動することに躊躇

してしまう天候が続きました。私は、室内で過ごすことが多くなり、パリオリンピックで

躍動する選手にテレビを通じて声援を送る日々でした。そのオリンピックで「近代オリン

ピックの父」といわれるピエール・ド・クーベルタン男爵は「オリンピックで重要なこと

は、勝つことではなく参加することである」という名言を残しています。クーベルタン男

爵はパリ出身の教育者であり、戦争で負けた国を復興させるには、スポーツを通じた教育

改革が必要であると考えました。国際的な交流試合では、勝利のみにとらわれるのではな

く、努力することの大切さに気づかせることや代表としての規範意識を高める

ことも重要視し、スポーツを通じて望ましい人間形成を目指するためにオリン

ピックを復興させました。この考えは、オリンピック憲章の「オリンピズムの

根本原則」の冒頭に明示されています。 

今大会もオリンピック憲章の言葉通り世界各国の代表選手は、その競技のベストパフォ

ーマンスだけではなく、立ち振る舞いがとても紳士淑女であり本当に感動しました。日本

選手の皆さんも、メダルの数以上に競技に向かう姿勢や態度、発言が立派だったと思いま

す。その一つが競技後のインタビューで口にしていた「感謝」の言葉です。家族やスタッ

フ、応援してくれた方に対して、『好きなスポーツをさせていただいている』という思い

を伝えることができていて素晴らしいと感心しました。最近、「○○ができて当たり前」

「やってもらって（してもらって）当たり前」と自分の権利や自分の主義を強く主張する

ことが原因になって起こるトラブルが多いように思います。それだけに日本代表の選手の

皆さんの言葉に、とても胸が熱くなりました。 

そして、オリンピックの復興の際に目指した、もう一つの大きな目的があります。それ

は、スポーツを通じての「平和」です。今大会を開催するにあたり、戦争や紛争が行われ

ている国や地域で、期間中の“停戦”が話題や協議になったようでが、残念ながら地球上

で「平和」な状態は、実現しませんでした。しかし、平和な世界の実現に

向けては、不断の努力が必要です。 

日本では、今年も 8月 6日に広島市で平和記念式典が開催されました。
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今年も広島市の６年生の児童による「平和への誓い」が力強く宣言されました。この宣言

を聞いて「平和」について考えるようにしています。改めて戦争の悲惨さと戦争を起こさ

せてはいけないという思いを確認しました。みなさんにも「平和」について考えるきっか

けになればと思い「平和への誓い」の一部を抜粋させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

本校は、学校教育目標「かしこく なかよく たくましく」を具現化した「やさしい言

葉と笑顔があふれ 一人一人が輝く学校」を目指しています。何事にも感謝の気持ちを忘

れずに、人の話をよく聞き、相手の良さを認めるとともに、助け合い・協力し合いながら

共に成長できる児童の育成を目指していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆お知らせ☆ 

学校応援団の団員さんを募集しています！ 

児童の健やかな成長のためには、学校・家庭に加え「地域」との連携・

協力が欠かせません。本校では、地域の方で「子どものために『できる事』

を『できる時』に協力していただける『学校応援団の団員さん』を募集し

ています。 

協力していただきたい主な内容は、以下のとおりです。 

〇交通安全支援…（例）登下校や校外学習での見守り（旗での誘導）等 

〇環境整備支援…（例）除草活動、側溝掃除等 

〇学習支援…（例）読み聞かせ、昔遊び等 

詳しい内容や登録方法等についての問い合わせは、学校までご連絡くだ

さい。TEL 049-286-0214（平日 8時 30分～17時） 

目を閉じて想像してください。緑豊かで美しいまち。人でにぎわう商店街。まちにあふれるたくさんの笑顔。

７９年前の広島には、今と変わらない色鮮やかな日常がありました。 （中略） ７９年前と同じように、生き

たくても生きることができなかった人たち、明日を共に過ごすはずだった人を失った人たちが、この世界の

どこかにいるのです。本当にこのままでよいのでしょうか。願うだけでは、平和はおとずれません。色鮮やか

な日常を守り、平和をつくっていくのは私たちです。一人一人が相手の話をよく聞くこと。「違い」を「良さ」

と捉え、自分の考えを見直すこと。仲間と協力し、一つのことを成し遂げること。私たちにもできる平和への

一歩です。（後略） 

脚折雨乞い祭り 

８月４日（日）に 8 年ぶりのお祭りが開催されました。ミニ龍蛇を担ぐ

児童の姿は、大人に負けないほど、堂々としていました。将来、大きな龍を

担ぐ姿が見られるのではないかと楽しみになりました。 

広島市平和記念式典児童派遣事業報告会 

８月 24日（土）に西市民センターで、報告会が開催されました。本校

からも６年生の代表児童が参加し、戦争の悲惨さや平和の尊さについて、

広島で感じたことを発表することができました。 


